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第1章　

キャリアとは何か

ねらい	■■

最近，キャリアという言葉を耳にする機会が増えています。中学校や高校も

キャリア教育に取り組んでいます。小学校でキャリア教育を行っているところ

もあります。「キャリア教育って，知ってるよ」という人がいるかもしれませ

んが，みなさんが高校までに習ってきたキャリア教育と，この本で学ぶキャリ

ア教育は，ちょっと違います。最大の違いは，「自分で考えること」です。誰

かに何かを教えてもらうのではなく，自分の頭で考えることを求めるのが，大

学でのキャリア教育です。

キャリア教育の内容が就職活動対策とほぼ同じという場合がありますが，こ

こでみなさんに学んでもらいたいのは，就職活動のためのノウハウではありま

せん。みなさんに身につけてもらいたいのは，生きる力です。

みなさんの職業生活は約 50年続きます。なぜならば，みなさんが 60歳を

迎える 2060 年ごろには，70歳まで働くことが当たり前になっているからで

す。22～23 歳で大学を卒業して 70歳までというと，ざっと 50年です。50

年間，第一線で稼ぎ続けるのは並大抵ではありません。でも，基礎がしっかり

できていれば，そして健康を維持できていれば，70歳はもとより 75歳，場

合によっては 80歳を超えて活躍することも可能です。第一線で働き続けるた

めの基礎体力をつくるのが大学教育です。

この章では，第 1節でキャリアとは何かを考えます。ライフキャリア，職

業キャリアなど，キャリアについては多くのことが語られています。私たちは，
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これまで，外国語を日本語に翻訳して理解してきましたが，キャリアについて

は定番の日本語訳がなく，そのままカタカナで「キャリア」としています。な

ぜ日本語訳がないのか，キャリアとは何かについて説明します。

第 2節と第 3節では，社会とのかかわりについて考えます。人間は社会的

な動物だといわれます。私たちは，他者とのかかわりの中で生きています。自

分は他の人たちとどのような関係を築けばいいのかという点を検討します。

第 4節のテーマは，自己理解です。自分のことはなかなかわからないもの

です。どうすれば自分を理解できるようになるのかについて考えます。

1　「キャリア」の意味

キャリアの語源は轍

日本では，明治 30年代（1900年ごろ）に，ヨーロッパの哲学・歴史・科学技

術などで使われていた言葉を，漢語の助けを借りて日本語に翻訳していきまし

た。archeologyを考古学とし，economicsを経済学と表記するようにしたこと

によって，私たちは日本語で高度なことを考えられるようになりました。非ヨ

ーロッパの言語でこれだけの語彙と体系を持っている言語は，日本語以外にほ

とんどないといわれます。

しかし，careerという言葉は，日本語に翻訳されることなく，キャリアとい

うカタカナで表記されています。多様な意味を含んでいるため，適切な日本語

訳が見当たらないというのが理由ですが，カタカナ表記であるがゆえに，使う

人によって意味するところが少しずつ異なるという問題があります。この本で

も，「キャリア」と表記しますが，普通の日本語に翻訳できるところは翻訳し

て，説明したいと思います。

キャリア（career）の語源は，轍
わだち

だといわれます。土の道を馬車が通ると，

跡がつきます。それが careerです。轍ということから，キャリアには 2つの

意味があることがわかります。1つは，先人が通った跡であり，もう 1つは，

自分が通ってきた跡です。

成功を収めた先人が通った跡をたどっていくと，自分も成功できるはずです。
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環境変化があまり大きくなかった時代は，それも可能でした。しかし，大きく

環境が変わると，先人の歩いた跡をたどっていこうとしても，それが不可能に

なることがあります。それは，次のように表現できます。

成功を収めた先人の歩いた跡をたどっていくと，大きな川にぶつかった。

以前は，その川に橋が架かっていたので，先人はその橋を渡って対岸に行

き，さらに歩みを続けた。しかし，洪水のために橋が流されてしまい，対

岸に渡ることができない。川幅は広く，流れが速いために泳いで渡ること

は不可能である。しかも，何らかの手段を探してきて川を渡ったとしても，

先人の足跡は洪水のために消えてしまっている。

大河を前にして，右に行くのか左に行くのか，あるいは何とかして対岸に渡

るのか，自分で考えて決めなければなりません。仮に対岸に渡れたとしても，

先人の足跡をたどることはできなくなっています。自分で道を切り開いていか

なければなりません。

轍のもう 1つの意味は，自分が通ってきた道です。「キャリアを振り返る」

という表現がありますが，これは，自分が経験してきたことを整理して，自分

の強みや弱み，保有能力などを確かめることです。高村光太郎の「道程」とい

う詩の冒頭部分「僕の前に道はない。僕の後ろに道は出来る。」です。

延びる平均寿命

キャリアという言葉は，仕事だけでなく，どう生きるかという意味も含んで

います。日本人の平均寿命（0歳児の平均余命）は，2019年の時点で，男性

81.41歳，女性 87.45歳でした。生を受けてからこの世を去るまで，平均で 80

年以上の期間があります。1960年の平均寿命は，男性 65.32歳，女性 70.19歳

でしたから，この 60年間に男性は 16年，女性は 17年，長く生きられるよう

になっています（厚生労働省［2020］2頁）。

80年の間にはさまざまなことが起こります。就学，就職，出会い，別れ，

成功，失敗など，計画通りに進むことと突然起こることの繰り返しです。人生

をいくつかの時期に区分して，その特徴を解説する方法はたくさんありますが，
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ここでは，アメリカのキャリア理論研究者ドナルド・スーパーが提唱した「キ

ャリアレインボー」によって，ライフキャリアについて考えてみます（労働政

策研究 ･研修機構［2016］19―20頁）。

ライフキャリアレインボー

ライフキャリアレインボーは，その期間や情緒的な関与の視点から，人が生

まれてから死ぬまでの間，ライフキャリアをどのように構成するのか視覚的に

描写したものです。その 1つの例が図 1―1です。これは，次のような人生をた

どった男性の動きをスーパーが図にしたものです。

22 歳で大学を卒業し，すぐに就職。26 歳で結婚して，27 歳で 1 児の父

親となる。47 歳のときに 1 年間社外研修。57 歳で両親を失い，67 歳で

退職。78 歳のとき妻を失い 81 歳で生涯を終えた。

さまざまな役割が虹のように重なっているため，ライフキャリアレインボー

4540
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図 1―1■ライフキャリアレインボー

（出所）　文部科学省［2011］ 35頁をもとに作成。
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と呼ばれています。人によってライフイベント（人生の中のできごと）が異なる

ため，100人いれば 100通りのライフキャリアレインボーが描けることになり

ます。

ライフスペース

ライフキャリアレインボーでは，キャリアを役割と時間軸の 2次元でとらえ

ています。役割は「ライフスペース」（life space）と呼ばれ，①子ども，②学生，

③余暇人（余暇を楽しむ人），④市民（地域活動など地域への貢献の役割），⑤労働者，

⑥配偶者（妻・夫），⑦家庭人（自分の家庭を維持管理する），⑧親，⑨年金生活者

の 9種類があります（図 1―1では一部が「その他」にまとめられています）。これら

は重複可能であり，相互に作用を及ぼします。そして，役割の重要性は，次の

3種類の基準から決定することができるとします。

（1）　役割コミットメント：役割に関与する度合い

（2）　役割参加：役割に実際に費やした時間やエネルギー

（3） 　役割知識：役割における直接的もしくは代理的な経験により獲得した

知識

役割参加の程度が高くても（たとえば，町内会で会長を務めていても），その仕

事への役割コミットメントの程度が弱い（自分の中では大切な役割だとは思ってい

ない）こともあります。反対に，特定のキャリアへの役割コミットメントが強

くても（たとえば，子育てが大切だと考えている），役割参加の程度が低いこと（子

どもとのかかわりに十分な時間が割けていない）もあります。スーパーは，キャリ

ア発達は，役割との密接な相互関係からなるとし，それぞれの役割を重要視し

ました。

ライフステージ

ライフキャリアレインボーの時間軸は，「ライフステージ」（life stage）と呼ば

れ，「成長｣｢探索｣｢確立｣｢維持｣「衰退」の 5段階で構成されています｡

（1）　第 1 期：成長段階（0～14 歳）

身体的発達，自己概念の形成を主とし，自己の興味，関心や能力に関する

探究を行う発達段階。仕事に関する空想，欲求が高まり，職業世界へ関心を



第 1 章　キャリアとは何か

7

寄せる時期。

（2）　第 2 期：探索段階（15～24 歳）

いろいろな分野の仕事があること，そのための必要条件を知り，自己の興

味関心などに合わせ，特定の仕事に絞り込んでいく段階。その仕事に必要な

訓練を受け，仕事に就く段階。

（3）　第 3 期：確立段階（25～44 歳）

キャリアの初期段階。特定の仕事に定着し，責任を果たし，生産性を上げ，

職業的専門性が高まり昇進する。

（4）　第 4 期：維持段階（45～64 歳）

確立した地位を維持し，さらに新たな知識やスキルを身につけその役割と

責任を果たす段階。キャリア上の成功を果たすことができれば，自己実現の

段階となる。この時期の最後には退職後のライフキャリア計画を立てる。

（5）　第 5 期：衰退段階（65 歳～）

有給の仕事から離脱し，新たなキャリア人生を始める。地域活動，趣味・

余暇活動を楽しみ，家族との交わりの時間を過ごす。

大学生のみなさんは，第 2期の真っ只中にいます。これから職業についての

情報を集め，どのようなことを仕事にしていくのかを決め，それに必要な能力

を高めていく時期にあります。この時期に何をする必要があるのかを考えるこ

とも，この本の大切な目的の 1つです。

2　日本社会の現状

日本の高齢化率は世界一

私たちは，日本という社会の中で生きています。日本には，2020年 7月 1

日現在，1億 2584万人が暮らしており，そのうちの約 248万人が外国籍の人

たちです（総務省統計局［2020］）。日本は，2010年以降，人口減少の局面に入

っていますが，それでも世界で 11番目の人口規模です。日本は，天然資源の

乏しい国ですが，人口という資源は，とても豊富に持っています。

日本は，人口減少とともに，人口構成の高齢化と少子化という問題に直面し

ています。65歳以上の人たちが総人口に占める割合を高齢化率といいますが，
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日本は 28.1％（2018年）で世界一です。第 2位はイタリア（23.3％），第 3位は

ポルトガル（21.9％），第 4位はドイツ（21.7％），そしてフランスが第 10位
（20.1％）です。2位以下 10位まで，すべてヨーロッパの国々が占めています
（総務省統計局［2018］）。

人口構成の高齢化が進んでいるのは，アジア諸国も同じです。国連のデータ

によると，現時点では，高齢化率が 15％を超えているアジアの国はありませ

んが，今後，韓国，タイ，シンガポール，中国の高齢化が急速に進んでいくと

予想されています。2050年時点の高齢化率の予想を見ると，日本 37.7％に対

して，韓国 35.3％，シンガポール 33.6％，タイ 29.0％，中国 26.3％となって

います（内閣府［2018］7頁）。

日本は，高齢化問題で世界の最先端を走っています。高齢者が総人口の 3割

近くになった状態を，他の国は経験したことがありません。お手本にする国が

ないため，高齢化にともなって発生する問題の解決方法を自分たちで考え出さ

なければなりません。なかなかたいへんです。しかし見方を変えれば，近い将

来には他の国々も直面する問題の解決策を，いま模索しているのですから，解

決策を見出すことができれば他の国にノウハウを提供することができると考え

られます。

事実を直視する

みなさんが働くようになったとき，労働者の約 6人に 1人は 65歳以上の高

齢者です。中小企業は，高齢労働者の割合が大企業に比べて高いので，就職先

によっては，もっとたくさんの高齢者と一緒に働くことになる可能性がありま

す。

高齢化が進む日本社会の深刻さを表現するために，次のような数値が示され

ることがあります。「1950年には現役世代（15～64歳）12.1人で 65歳以上の高

齢者 1人を支えていた。この数値は，その後一貫して減少し，1970年には 9.8

人，1990年には 5.8人，2015年には 2.3人になった。このままの状況で推移す

ると，2030年に 1.9人，2040年には 1.5人になっていく」（内閣府［2019］ほか）。

このような数字を見せられると，「日本社会の高齢化って本当にたいへんなん

だな」と思ってしまいます。
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他方，一般にはほとんど語られていませんが，次のような事実があります。

総人口に占める就業者（労働力人口から失業者を除いた人たち）の割合は，この

60年間ほとんど変化していません。むしろ，最近は上昇しています。図 1―2

がそれを表しています。1953年の 45.0％から多少の変動はあるものの上昇傾

向を示し，1997年に 52.0％になりました。その後，やや低下しましたが，

2014年に再び上昇に転じ，2019年には 53.3％と，1953年以来の最高値を示し

ています。

私たちの社会は，働いて社会を支えている人たちと，そういった人たちに支

えられている人たちに大別されます。就業者とは，社会を支える側にいる人た

ちです。働いて収入を得ることによって，本人や家族の生活を支えている人の

割合は，この 60年間，50％の近傍で推移してきたのです。

この事実は，先に示した現役世代と高齢者の比率とまったく異なっています。

このような差異が発生するのは，少子化の影響を考慮に入れているか否かに起

因します。子どもは，支えられる側に属していますが，その人数はこの 60年

間減少してきました。他方，高齢者の数が増えてきたので，現役世代と高齢者

の比率を計算すると，現役世代の負担が増えているということになります。し

かし，支える人と支えられる人という視点で見ると，人口構成の高齢化にとも

なう影響は，まだ限定的であるといえます。

図 1―2■総人口に占める就業者の割合

（出所）　総務省「労働力調査」。
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本書の基本的な考え方は，「大学がこれまで学生に提供してきた正課教育や

課外活動の中にこそキャリア教育がある」というものです。学生のみなさんは，

講義やゼミに出席して，卒業に必要な約 130単位を取得します。また，クラブ

やサークルといった課外活動に参加する人もいます。大学内で行われている

日々の活動が，働くようになって必要とされる能力の育成にしっかりとつなが

っていることを示したいという思いで，この本は書かれました。

大学におけるキャリア教育は，2000年ごろから始まりました。そのきっか

けになったのは，1999年 12月に文部省（当時）の中央教育審議会が「初等中

等教育と高等教育との接続の改善について（答申）」を出したことです。「新規

学卒者のフリーター志向が広がり」，「新規学卒者の就職後 3年以内の離職」が

高い水準になっていることから，「学校教育と職業生活との接続に課題がある」

という認識が示されました。そして，「キャリア教育（望ましい職業観・勤労観
及び職業に関する知識や技能を身に付けさせるとともに，自己の個性を理解し，主体的

に進路を選択する能力・態度を育てる教育）」が必要だとされました。

キャリア教育の名のもとに行われてきた講義には，興味深いものがたくさん

ありますが，そこで提供される内容と正課教育で学ぶことの関連づけが十分で

なかったという印象を，本書の執筆者たちは持っています。キャリア教育で提

供される卒業生や企業の人事担当者の話は，学生たちにとって新鮮で面白く，

とても参考になります。ところが，日々の講義に対しては，退屈で，なぜこん

なことを学ばなければならないのかと思ってしまうこともあるようです。世間

には「大学教育は役に立たない」と言う人たちもいて，大学教育の意味に疑問

を持つ学生も出てきます。最大の問題点は，大学での学びと働くようになって

必要とされる能力との関係が明確に示されていないことにあります。本書は，

この問題に答えを出すことを目指しています。

本書のもとになったのは，2018年度に法政大学で行われた「キャリアデザ

イン入門」という講義です。藤村が基本構想を描き，德山，斎藤，齋藤の 3名

あ と が き
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との議論を通して，14回の講義を創り上げました。3週ごとに集まり，それぞ

れが作成した講義資料を持ち寄って，よりよい内容にするように研鑽を重ねま

した。その意味で，本書の各章は，4人の共同作業の結果であるといえます。

大学は，いろいろなことにチャレンジできる場です。チャレンジには失敗が

つきものです。大学は，失敗してもいい場所です。失敗したら，その原因を解

明し工夫して，またチャレンジすればいいのです。本書が学生のみなさんにと

って，大学生活を送る上での道標になることを，心から望んでいます。

　　2021年 2月　市ケ谷の研究室にて

藤 村 博 之
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